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平成２９年度 全国学力・学習状況調査の結果の概要

調査の概要
（１）調 査 日 平成２９年４月１８日（火）

（２）調査の目的
・義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力
や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。

・そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。
・学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。

（３）調査対象 小学校第６学年、中学校第３学年

（４）調査内容 ○教科に関する調査（国語、算数・数学）
・主として「知識」に関する問題…国語Ａ、算数Ａ・数学Ａ
・主として「活用」に関する問題…国語Ｂ、算数Ｂ・数学Ｂ
○生活習慣や学校環境に関する質問紙調査

教科に関する調査から

【小学校】

算数は県及び全国平均を若干下回

り、国語は県及び全国平均を下回

り、特に国語Ａに課題が見られる。

【中学校】

国語、数学いずれも、県及び全国

平均を下回り、特に国語Ｂに課題

が見られる。

◇「知識」の定着については、

・小学校…国語「漢字を読む」は定着、「漢字を書く」に課題

算数「四則計算」は定着、「量と測定」領域に課題

・中学校…国語「漢字を読む」は定着、「物語文の内容理解、語句につい

ての理解」に課題

数学「正負の計算」は定着、「等式を変形すること、円柱の体積

を求めること」に課題

◇「活用」に関しては、

・小学校…国語「目的や意図に応じ引用して書く」に課題、「場に応じた適

切な言葉遣いで自分の考えを話す」に成果が見られる

算数「条件を基にした立式」に課題、「平均の求め方」に成果

が見られる

・中学校…国語「整理して文章を構成する」に課題、「目的に応じて話す」

に成果が見られる

数学「図形の対称性を的確に捉える」に課題、「資料の読み取

り」に成果が見られる

◇無解答率（解答欄を空白で出した割合。無解答率が低いほど、よく解答している）
・小学校…国語Ａ 1.2%、国語Ｂ 2.7%、算数Ａ 1.1%、算数Ｂ 4.1%

算数Ａを除いて、県及び全国平均を下回る。
・中学校…国語Ａ 2.4%、国語Ｂ 4.3%、数学Ａ 6.7%、数学Ｂ 12.2%

国語Ａは全国平均と同じであるが、国語Ｂおよび数学は県及び全国
平均を上回る。

http://www.nier.go.jp/16chousa/16chousa.htm
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児童生徒の生活習慣等に関する質問紙調査から

児童（小学生）生徒（中学生）とも、いじめを許さないや人に役立

ちたいなど自尊感情については良好であり、毎日楽しく学校に通えて

いる。また、家族とのコミュニケーションもよくとられている。

しかし、家庭では、テレビゲームやメール、通話の時間が長いなど

引き続き課題がある。また、家庭学習や家庭での読書時間が短い現状

が見られる。

自尊感情に関すること 小学校６年 中学校３年

岩出市 全国 岩出市 全国

自分には、よいところがあると思いますか 78.7 77.9 76.7 70.7

将来の夢や目標を持っていますか 88.4 85.9 74.8 70.5

いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか 97.7 96.1 94.9 92.8

人の役に立つ人間になりたいと思いますか 93.5 92.5 93.1 91.9

・小学生、中学生とも「自分にはよいところがある」など、全ての項目にお

いて、昨年以上に全国平均を上回る状況である。

学校生活・家庭学習に関すること
小学校６年 中学校３年

岩出市 全国 岩出市 全国

学校に行くのは楽しいと思いますか 90.1 86.3 87.6 80.9

１日当たりの読書時間（３０分以上） 36.5 36.5 18.8 29.2

家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか 61.3 64.5 38.0 51.5

家で、学校の授業の予習をしていますか 34.2 41.0 23.8 31.7

家で、学校の授業の復習をしていますか 51.4 53.8 34.2 50.5

・学校に行くのが楽しいと思っている子どもが全国平均よりも高い。

・読書時間については、習慣化することが課題である。

・家庭学習については、自分で計画を立てたり、授業の予習・復習をしたり

することが全国平均より低く、中学生がより差が広がっている。

家庭での様子に関すること 小学校６年 中学校３年

岩出市 全国 岩出市 全国

家の人と学校での出来事について話をしますか 77.2 78.1 81.1 74.3

１日当たりどれくらいの時間、テレビゲームをしますか（２時間以上） 57.9 55.7 58.3 49.1

１日当たりどれくらいの時間、携帯電話等で通話やメールをしますか（２時間以上） 9.5 12.0 43.1 32.2

・中学生は、家の人と学校での出来事について話をすることが全国平均を上

回り、家族とのコミュニケーションはよくとられている。

・テレビゲームや携帯電話（スマートフォン）での通話やメールの時間が、

小中学生とも大変長く、引き続き大きな課題である。

※小学生については、昨年度より改善傾向にあるが、中学生の携帯電話等

の使用時間については、高くなっている。


